
４
月
８
日
は
、
吉
川
高
等
特
別
支

援
学
校
の
入
学
式
に
来
賓
と
し
て
参

加
し
ま
し
た
。
同
校
に
は
、
２
カ
月

前
に
も
一
度
ハ
ッ
ピ
ー
カ
フ
ェ
で
訪

れ
ま
し
た
。
同
校
は
、
生
徒
が
卒
業

後
に
職
に
就
き
、
自
立
し
た
生
活
が

で

き

る

こ

と

を

目

的

と

し

、

一

人

一

人

に

寄

り

添

っ

た

支

援

を

し

て

い

ま

す

。

今

年

の

新

入

生

は

７

名

。

頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
ね
。

●
４
月
７
日
は
、
上
越
民
商
で
業
者

後
援
会
が
開
か
れ
、
日
本
共
産
党
の

ひ
ら
ら
ぎ
哲
也
市
議
と
私
が
参
加
し

ま
し
た
。

●
４
月
９
日
は
、
吉
川
区
長
嶺
、
竹

直
で
県
政
・
市
政
報
告
会
を
開
催
。

は
し
づ
め
法
一
市
議
と
私
が
報
告
し

ま
し
た
。
。

●
４
月
10
日
は
、
頸
城
区
南
川
公
民

館
で
報
告
会
、
４
月
12
日
は
頸
城
区

柳
町
集
落
セ
ン
タ
ー
で
報
告
会
、
い

ず
れ
の
会
場
も
、
上
野
こ
う
え
つ
市

議
と
私
が
報
告
し
ま
し
た
。

報
告
会
で
参
加
者
か
ら
出
て
き
た

質
問
・
意
見
を
紹
介
し
ま
す
。

〇
ス
マ
ー
ト
農
業
で
県
は
補
助
金
を

出
す
が
、
補
助
金
を
も
ら
っ
て
規
模

を
拡
大
し
て
も
利
益
が
出
る
見
込
み

が
な
く
、
農
家
へ
の
本
当
の
意
味
で

の
補
助
に
な
っ
て
い
な
い
（
吉
川
区

の
農
家
の
男
性
）
。

〇
妙
高
病
院
は
、
院
長
が
地
域
医
療

の
た
め
に
頑
張
っ
て
き
た
、
ス
キ
ー

事
故
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
、
整
形

外
科
医
を
配
置
し
て
き
た
、
今
後
の

医
療
再
編
で
ど
う
な
っ
て
し
ま
う
の

か
不
安
だ
（
吉
川
区
の
男
性
）
。

〇
国
税
は
中
小
零
細
事
業
者
に
対
し

て
は
キ
ツ
い
税
金
の
取
り
立
て
を
す

る
の
に
、
何
で
裏
金
も
ら
っ
た
政
治

家
に
は
取
り
立
て
し
ね
え
の
か
。
馬

場
さ
ん
、
法
律
家
だ
か
ら
是
非
聞
き

た
い
（
民
商
の
会
員
さ
ん
）
。

４
月
10
日
夜
、
リ
ー
ジ
ョ
ン
プ
ラ

ザ
上
越
で
、
県
と
上
越
３
市
が
主
催

し
た
上
越
医
療
圏
に
お
け
る
医
療
再

編
に
関
す
る
市
民
説
明
会
が
開
か
れ
、

市
民
64
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

県
は
、
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化

に
よ
る
患
者
減
少
、
医
療
の
担
い
手

不
足
の
医
療
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、

労
災
病
院
の
閉
院
は
や
む
な
し
、
中

期
的
に
県
立
中
央
病
院
や
上
越
総
合

病
院
を
中
核
病
院
と
し
て
整
備
し
高

度
急
性
期
医
療
の
機
能
を
集
約
す
る
、

と
説
明
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
参
加
し
た
医
療

労
働
者
が
次
々
と
質
問
し
ま
し
た
。
、

〇
再
編
さ
れ
た
魚
沼
や
県
央
の
基
幹

病
院
で
も
、
今
で
す
ら
医
師
が
い
な

い
診
療
科
が
あ
り
、
う
ま
く
機
能
し

て
い
な
い
、

〇
労
災
病
院
が
閉
院
さ
れ
た
ら
、
労

災
病
院
の
年
間
１
１
０
０
件
の
手
術

を
中
央
病
院
と
上
越
総
合
病
院
で
受

け
持
つ
と
し
て
い
る
が
、
そ
ん
な
の

無
理
だ
。

〇
将
来
を
不
安
視
し
た
職
員
が
退
職

し
て
い
る
、
現
場
の
声
が
会
議
に
届

い
て
い
な
い
。

ま
た
、
一
般
住
民
か
ら
は
、
労
災

病
院
が
閉
院
す
れ
ば
、
周
辺
地
域
の

人
た
ち
の
行
き
場
な
く
な
る
と
の
懸

念
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
は
、

県
も
、
地
域
医
療
再
編
の
デ
メ
リ
ッ

ト
は
住
民
の
ア
ク
セ
ス
難
だ
と
認
め

ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。

市
議
選
の
最
大
の
争
点
は
、
労
災

病
院
閉
院
・
地
域
医
療
再
編
の
是
非

で
す
。
皆
さ
ん
、
反
対
の
声
を
市
政

に
届
け
ま
し
ょ
う
。
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各
地
で
県
政
・
市
政
報
告
会
を
開
い
て
き
ま
し
た
。
意
見
交
換
で
多
く
の
方
々
か
ら
出
て
き
た
の
は
、
労
災
病
院

が
閉
院
す
る
こ
と
へ
の
不
安
で
す
。
こ
れ
を
行
政
に
理
解
さ
せ
る
に
は
、
今
度
の
市
議
選
で
、
住
民
の
声
を
代
弁
す

る
政
治
家
を
議
場
に
送
り
出
す
こ
と
で
す
。
皆
さ
ん
、
と
も
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
！

各地で報告会を重ねましたが、どこの会場も刺激的でした。例えば、桑取では、相続登記義務化のことを聞かれてしまい、正確な話ができず後でご報告しますと情けない回答をしてしまいました（泣）。

各
地
で
県
政
市
政
報
告
会

吉
川
高
等
特
別
支
援
学
校
入
学
式

各
地
で
県
政
・
市
政
報
告
会
し
ま
し
た
！
は
し
づ
め
さ
ん
（
上
）
上
野
さ
ん
（
中
）
、
ひ
ら
ら
ぎ
さ
ん
（
下
）



●
こ
れ
ま
で
の
現
状
（
図
１
）

国
の
政
策
は
、
公
立
高
校
の
授
業

料
は
無
償
、
私
立
高
校
に
は
公
立
に

比
べ
て
授
業
料
が
高
い
た
め
、
世
帯

の
年
収
に
応
じ
て
就
学
支
援
金
を
出

し
て
助
成
し
て
き
ま
し
た
。

た
だ
し
、
年
収
５
９
０
万
円
～
９

１
０
万
円
の
世
帯
に
つ
い
て
は
年
１

１
８
，
８
０
０
円
の
助
成
し
か
な
く
、

２
４
４
，
０
８
４
円
が
公
立
高
校
と

比
較
し
て
保
護
者
の
自
己
負
担
に
な
っ

て
い
ま
し
た
（
図
１
の
〇
部
分
参
照
）
。

●
新
年
度
予
算
で
学
費
助
成
拡
充
！

そ
の
た
め
、
私
立
高
校
生
の
保
護

者
は
、
こ
の
「
年
収
５
９
０
万
円
の

壁
」
の
是
正
を
求
め
て

再
三
県
に
求
め
て
き
ま

し
た
が
、
今
年
度
つ
い
に
そ
の
要
望

が
叶
い
ま
し
た
（
図
２
〇
）
。
新
年

度
予
算
で
は
「
子
育
て
応
援
分
」
と

し
て
新
た
に
１
億
２
４
０
０
万
円
が

計
上
さ
れ
、
年
収
５
９
０
～
９
１
０

万
円
世
帯
に
年
額
２
４
，
０
０
０
円

の
助
成
が
実
現
し
ま
し
た
（
図
２
の

①
）
。
さ
ら
に
、
こ
の
世
帯
で
私
立

高
校
生
が
２
人
以
上
い
る
場
合
、
二

人
目
以
降
に
所
得
に
応
じ
た
加
算
措

置
も
実
現
し
ま
し
た
（
図
２
の
②
）
。

●
要
求
を
行
政
に
繋
げ
る
！

学
費
助
成
拡
充
に
は
、
こ
れ
ま
で

私
立
高
校
生
の
保
護
者
や
高
校
教
職

員
が
様
々
な
形
で
県
行
政
に
要
望
を

伝
え
る
運
動
を
し
て
き

ま
し
た
。

今
年
度
は
、
４
年
ぶ
り
に
街
宣
行

動
を
県
内
４
カ
所
で
実
施
し
て
市
民

に
「
私
学
の
無
償
化
」
を
ア
ピ
ー
ル

し
、
予
算
編
成
前
の
11
月
に
は
県
総

務
部
長
要
請
に
現
役
父
母
が
参
加
し
、

12
月
の
県
議
会
で
も
総
務
文
教
委
員

会
で
現
役
の
保
護
者
が
口
頭
陳
情
を

さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
私
も
、
同

委
員
会
で
「
年
収
５
９
０
万
円
以
上

の
世
帯
は
、
国
の
就
学
支
援
金
制
度

の
支
給
額
が
減
り
、
県
の
助
成
も
な

い
。
公
立
高
校
と
比
較
し
、
保
護
者

負
担
が
重
す
ぎ
る
の
で
は
な
い
か
」

と
私
学
助
成
の
拡
充
を
県
に
求
め
ま

し
た
。

要
請
が
実
っ
て
嬉
し
く
、
住
民
要

求
を
行
政
に
繋
げ
る
大
切
さ
を
実
感

し
ま
し
た
。
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